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令 和 ８ 年 １ ０ 月 ２ ９ 日 （ 木 ）  

感 染 症 対 策 セ ン タ ー  

（ 衛 生 環 境 研 究 所 ）  

 

令和８年第３６週から第３９週までの患者報告の状況 

 

１ 報告の多い疾病（急性呼吸器感染症（ARI）定点の急性呼吸器感染症を除く。） 

 
※急性呼吸器感染症（ARI）定点２９、小児科定点１９、眼科定点５、基幹定点５からの報告数である。 

※[   ]内は前回との比較を表す。↑は増加したもの、↓は減少したもの、数値は増減の件数である。 

 

 
２ 前回との比較増減（急性呼吸器感染症（ARI）定点の急性呼吸器感染症を除く。） 
 

 

 

 

 

 

 

 

３ 急性呼吸器感染症（ARI）※報告数 

  第 36 週から第 39 週の患者報告数は、5,258 件であった。 
 

※急性呼吸器感染症（ARI）とは、急性の上気道炎（鼻炎、副鼻腔炎、咽頭炎、喉頭炎）又は下気道炎（気管支炎、細気管支炎、 

肺炎）を指す病原体による症候群の総称です。 

※第 36 週から第 39 週の急性呼吸器感染症（ARI）報告数は修正済です。 

 

 

４ コメント 

【インフルエンザ】 

３５週時点での報告数が定点医療機関当たり１人（流行開始目安）を超え、例年より早く流行入りし

ています。集団発生や臨時休業も続発しており注意が必要です。手洗い、換気、場面に応じたマスク着

用などの感染防止対策が有効です。発熱など体調が悪い場合や陽性が判明した場合は自宅で安静に過ご

し、症状に応じて医療機関を受診される際は、事前に電話相談の上、受診しましょう。また、ワクチン

は主に重症化予防に効果がありますので、希望される方は早めの接種を検討しましょう。 

 

【麻しん】 

現在、県内での発生はありませんが、全国では外国での感染が疑われる事例のほか、海外渡航歴の

ない事例も含め、患者数が過去１０年で最多の２０１９年に次ぐ報告数となっています。発熱や眼の

充血、全身の発しんなどがある場合は、事前に医療機関に連絡の上受診しましょう。麻しんの免疫を

今回(36 週～39 週)4 週 
(R8.8.31 ～ R8.9.27) 

１インフルエンザ       (469)[↑367] 

２新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症     (251)[↓123] 

３感染性胃腸炎          (249)[↓ 28] 

４A 群溶血性ﾚﾝｻ球菌咽頭炎(230)[↑ 45] 

５RS ウイルス感染症       (42)[↑  1] 

その他           (106)[↓ 38] 

              (合計 1,347) 

前回(32 週～35 週)4 週 
(R8.8.3 ～ R8.8.30) 

１新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症      (374) 
２感染性胃腸炎           (277) 

３A群溶血性ﾚﾝｻ球菌咽頭炎 (185) 

４インフルエンザ         (102) 
５手足口病                (71) 

その他             (144) 
(合計 1,153) 

前々回(28 週～31 週)4 週 
(R8.7.6 ～ R8.8.2) 

１手足口病        (490) 

２新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症     (392) 
３A群溶血性ﾚﾝｻ球菌咽頭炎 (266) 

４感染性胃腸炎       (250) 
５ヘルパンギーナ        (103) 

その他                  (77) 
(合計 1,578) 

増加した疾病 

インフルエンザ            360％ 

A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎        24％ 

RS ウイルス感染症          2％ 

減少した疾病 

手足口病                         45％ 

ヘルパンギーナ                   42％ 

新型コロナウイルス感染症         33％ 

感染性胃腸炎                     10％ 



持っているけれども不十分な人が感染した場合、症状が軽症で麻しんと気づきにくいこともあるた

め、注意が必要です。 

予防にはワクチンの２回接種が有効です。定期接種（対象：１歳児（第１期）、小学校就学前の１年

間の幼児（第２期））は必ず受けましょう。また、２回接種が未了の方などで、海外への渡航を予定し

ている方、０歳児や妊婦の同居者等を対象に、令和８年４月より保健所で無料の抗体検査を開始しま

した。検査により麻しんに対する免疫が十分かどうかがわかります。詳しくは各保健所にご相談くだ

さい。 



令和8年

前回比 患者数

東部 中部 西部 計 東部 中部 西部 計 東部 中部 西部 計 増　減 累  計

(12) (6) (11) (29) (12) (6) (11) (29) (12) (6) (11) (29)

1 インフルエンザ 88 69 312 469 367 38 17 47 102 0 1 3 4 360% 6,243

2 新型コロナウイルス感染症 109 84 58 251 -123 142 106 126 374 112 85 195 392 -33% 1,957

(8) (4) (7) (19) (8) (4) (7) (19) (8) (4) (7) (19)

3 咽頭結膜熱 1 4 2 7 3 1 3 0 4 4 6 1 11 75% 143

4 A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 153 14 63 230 45 110 5 70 185 169 18 79 266 24% 3,520

5 感染性胃腸炎 130 66 53 249 -28 114 105 58 277 134 73 43 250 -10% 3,550

6 水痘 3 1 3 7 -7 11 3 0 14 10 0 5 15 -50% 143

7 手足口病 27 5 7 39 -32 38 20 13 71 245 119 126 490 -45% 973

8 伝染性紅斑 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － 51

9 突発性発疹 10 1 7 18 6 5 4 3 12 3 1 6 10 50% 118

10 ヘルパンギーナ 10 8 14 32 -23 11 30 14 55 9 60 34 103 -42% 262

11 流行性耳下腺炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 － 5

12 RSウイルス感染症 21 8 13 42 1 37 0 4 41 19 0 8 27 2% 353

(2) (1) (2) (5) (2) (1) (2) (5) (2) (1) (2) (5)

13 急性出血性結膜炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0

14 流行性角結膜炎 0 0 0 0 -5 5 0 0 5 4 0 1 5 -100% 22

(2) (1) (2) (5) (2) (1) (2) (5) (2) (1) (2) (5)

15 細菌性髄膜炎 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0% 10

16 無菌性髄膜炎 1 0 1 2 -1 2 0 1 3 1 0 1 2 -33% 17

17 マイコプラズマ肺炎 0 0 0 0 -7 5 2 0 7 0 1 0 1 -100% 53

18 クラミジア肺炎
（オウム病を除く）

0 0 0 0 -1 1 0 0 1 0 0 0 0 -100% 2

19 感染性胃腸炎
（病原体がロタウイルスであるものに限る。）

0 0 0 0 -1 0 1 0 1 0 0 0 0 -100% 2

※中部の基幹定点は小児科定点と共通のため、感染性胃腸炎（病原体がロタウイルスであるものに限る。）の件数は感染性胃腸炎の内数となります。

(12) (6) (11) (29) (12) (6) (11) (29) (12) (6) (11) (29)

20 急性呼吸器感染症(ARI) 2,271 1,183 1,804 5,258 771 1,884 1,056 1,547 4,487 2,032 1,089 2,017 5,138 17% 55,104

2,825 1,443 2,337 6,605 965 2,405 1,352 1,883 5,640 2,742 1,454 2,520 6,716 17% 72,528

※令和７年４月７日から急性呼吸器感染症(ARI)が追加され、「インフルエンザ/COVID‐19定点」は「急性呼吸器感染症(ARI)定点」に変更されました。

令和8年第36週～第39週の報告患者数

急性呼吸器感染症(ARI)定点数

第36週～第39週（4週分)

前回報告患者数

区　　　　分

今回報告患者数

第28週～第31週（4週分)第32週～第35週（4週分)

増減

前々回報告患者数

合　　　　　　計

基幹定点数

小児科定点数

眼科定点数

急性呼吸器感染症(ARI)定点数

※急性呼吸器感染症(ARI)の症例定義を満たし、さらに上記の他疾病で診断された場合、両方に報告されています。
※急性呼吸器感染症(ARI)の中部地区、全県及び累積データを修正しています。



地区発生状況（定点当たり） 年次別発生状況（定点当たり） 中国五県平均・全国平均との比較（定点当たり）
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地区発生状況（定点当たり） 年次別発生状況（定点当たり） 中国五県平均・全国平均との比較（定点当たり）

注）新型コロナウイルス感染症は、令和5年第18週（5/1～5/7）までは全数報告分のうち定点医療機関からの報告件数を元に算出。

※急性呼吸器感染症(ARI)の中部地区及び全県データについて、第14週～第39週を修正しています。

0

1

2

3

4

5

1 5 9 13 17 21 25 29 33 37 41 45 49 53

（人）

（週）

感染性胃腸炎（病原体がロタウイルスであるものに限る。）

東部 中部

西部 鳥取県

１月 7月 １２月

0

1

2

3

4

5

1 5 9 13 17 21 25 29 33 37 41 45 49 53

（人）

（週）

感染性胃腸炎（病原体がロタウイルスであるものに限る。）

鳥取県

中国五県平均

全国平均

１月 7月 １２月

0

1

2

3

4

5

1 5 9 13 17 21 25 29 33 37 41 45 49 53

（人）

（週）

感染性胃腸炎（病原体がロタウイルスであるものに限る。）

R4 R5 R6

R7 R8

１月 7月 １２月

0

30

60

90

120

1 5 9 13 17 21 25 29 33 37 41 45 49 53

（人）

（週）

急性呼吸器感染症(ARI)

東部 中部

西部 鳥取県

１月 7月 １２月

0

30

60

90

120

1 5 9 13 17 21 25 29 33 37 41 45 49 53

（人）

（週）

急性呼吸器感染症(ARI)

鳥取県

中国五県平均
全国平均

１月 7月 １２月

0

30

60

90

120

1 5 9 13 17 21 25 29 33 37 41 45 49 53

（人）

（週）

急性呼吸器感染症(ARI)

R7 R8

１月 7月 １２月



令和7年
定

点 疾　　　病　　　名

数 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

Ｓ 性器クラミジア感染症 9 3 12 15 4 19 13 6 19 10 9 19 21 3 24 11 7 18 14 5 19 9 1 10 1 7 8 8 7 15 4 9 13 13 5 18 128 66 194 66% 76% 69%

T 性器ヘルペスウイルス感染症 7 4 11 3 2 5 2 4 6 3 4 7 7 1 8 2 4 6 6 5 11 6 1 7 3 1 4 5 5 10 4 7 11 3 3 6 51 41 92 59% 82% 67%

Ｄ 尖圭コンジローマ 0 1 1 3 1 4 4 4 8 5 3 8 3 1 4 1 0 1 4 1 5 1 0 1 5 0 5 2 0 2 0 0 0 3 0 3 31 11 42 79% 92% 82%

7 淋菌感染症 3 0 3 4 0 4 5 0 5 2 0 2 3 0 3 5 2 7 4 1 5 5 1 6 3 1 4 4 0 4 2 0 2 1 1 2 41 6 47 67% 38% 61%

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 5 2 7 9 5 14 5 5 10 6 5 11 3 2 5 6 1 7 7 1 8 2 3 5 3 4 7 3 5 8 7 5 12 3 5 8 59 43 102 87% 123% 99%

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症 1 0 1 1 0 1 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 4 38% － 50%

薬剤耐性緑膿菌感染症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 2 200% － 200%

令和8年
定

点 疾　　　病　　　名

数 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

Ｓ 性器クラミジア感染症 6 5 11 6 2 8 3 7 10 9 4 13 3 2 5 8 4 12 2 3 5 5 4 9 9 3 12 51 34 85 50% 76% 57%

T 性器ヘルペスウイルス感染症 2 7 9 4 3 7 5 6 11 5 2 7 1 4 5 5 1 6 6 4 10 2 1 3 5 1 6 35 29 64 90% 112% 98%

Ｄ 尖圭コンジローマ 0 2 2 1 0 1 0 3 3 6 3 9 3 1 4 3 1 4 3 3 6 2 1 3 2 2 4 20 16 36 77% 145% 97%

7 淋菌感染症 2 0 2 2 0 2 0 3 3 5 0 5 3 1 4 0 0 0 1 1 2 2 2 4 7 1 8 22 8 30 65% 160% 77%

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 9 5 14 7 2 9 4 4 8 5 2 7 8 1 9 7 1 8 3 7 10 3 3 6 7 3 10 53 28 81 115% 100% 109%

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0% 0% 0%

薬剤耐性緑膿菌感染症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0% － 0%

「 薬剤耐性緑膿菌感染症」は、定点把握対象疾患から全数把握対象疾患への変更に伴い、令和8年4月5日届出分までを集計しています。

※各年毎に１月から１２月の定点医療機関からの累計患者報告数です。
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月報報告

性感染症　年次別・年齢別・男女別累計グラフ
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月報報告

性感染症　年次別・年齢別・男女別累計グラフ
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現在
　 ※（　　）は前年数値

（１）２類感染症

年間

0 (0) (0)

5 (3) 1 (3) 5 (3) 3 (4) 2 (6) 1 (4) 5 (8) 2 (7) 4 (3) (6) (4) (4) 28 (41) (55)

2 1 1 1 (1) 2 (1) 1 (2) 1 (2) (2) (1) 9 (6) (9)

0 (0) (0)

0 (0) (0)

0 (0) (0)

0 (0) (0)

0 (0) (0)

0 (0) (0)

（２）３類感染症

年間

0 (0) (0)

0 (0) (0)

0 (0) (0)

6 2 1 4 8 (1) 3 (2) 4 (24) 28 (27) (27)

0 (0) (0)

0 (0) (0)

（３）４類感染症

年間

0 (0) (0)

(1) 0 (1) (1)

1 1 (0) (0)

(1) 1 (1) 1 (1) (2)

2 (1) (1) 1 (1) (1) 3 (4) (4)

(1) (1) (1) 0 (3) (3)

2 (1) (2) 1 (1) (1) 1 (3) 1 (1) (2) 1 (2) 2 (2) (1) 8 (15) (16)

0 (0) (0)

0 (0) (0)

0 (0) (0)

（４）５類感染症 

年間

1 1 (1) 2 (1) (1)

(1) (1) (1) 0 (1) (3)

1 1 (0) (0)

(1) (1) 1 (1) 2 (1) (1) (1) 3 (4) (6)

0 (0) (0)

0 (0) (0)

(1) 1 (1) (1) (1) 2 1 (1) 4 (4) (5)

(2) (1) 0 (2) (3)

(1) 0 (0) (1)

0 (0) (0)

(2) 0 (2) (2)

1 (1) (1) 1 (2) (2)

0 (0) (0)

2 (5) 1 (1) (1) 1 5 (3) (2) (2) 1 (2) (1) 10 (14) (17)

1 1 1 1 4 (0) (0)

4 (9) 1 (2) (2) (3) 3 1 1 (5) 1 (1) 2 (6) (1) (2) (2) 13 (28) (33)

(1) 1 (1) (1) 1 (3) (3)

0 (0) (0)

0 (0) (0)

1 1 (0) (0)

1 2 1 4 (0) (0)

0 (0) (0)

7 (28) 2 (44) 4 (74) 1 (120) 2 (98) 1 (100) 6 (104) 3 (47) (39) (14) (14) (4) 26 (654) (686)

(1) 0 (1) (1)

0 (0) (0)風しん

破傷風

薬剤耐性アシネトバクター感
染症

カルバペネム耐性腸内細菌
目細菌感染症

ジアルジア症

百日咳

麻しん

多剤耐性緑膿菌感染症

侵襲性インフルエンザ菌感
染症

侵襲性髄膜炎菌感染症

侵襲性肺炎球菌感染症

水痘（入院例に限る。）

梅毒

播種性クリプトコックス症

後天性免疫不全症候群

無症候性キャリア ※再掲

ＡＩＤＳ ※再掲

その他

ウイルス性肝炎（Ｅ型・Ａ型肝
炎を除く）
急性弛緩性麻痺（急性灰白
髄炎を除く）
急性脳炎（ウエストナイル脳
炎及び日本脳炎等を除く）

クリプトスポリジウム症

クロイツフェルト・ヤコブ病

劇症型溶血性レンサ球菌感
染症

１０月 １１月 １２月
計

9月時点

アメーバ赤痢

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

デング熱

チクングニア熱

疾　病　名 １月 ２月 ３月

Ａ型肝炎

つつが虫病

日本紅斑熱

重症熱性血小板減少症候群

レジオネラ症

レプトスピラ症

１１月 １２月
計

9月時点

マラリア

Ｅ型肝炎

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

パラチフス

疾　病　名 １月 ２月 ３月 ４月

計
9月時点

コ レ ラ

疑似症 ※再掲

細菌性赤痢

腸管出血性大腸菌感染症

腸チフス

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ジフテリア

重症急性呼吸器症候群

中東呼吸器症候群

鳥インフルエンザ（H5N1)

鳥インフルエンザ（H7N9)

疾　病　名

急性灰白髄炎

結核

潜在性結核 ※再掲

疑似症患者 ※再掲

８月 ９月 １０月 １１月 １２月
計

9月時点

鳥取県における感染症発生状況（全数報告分・令和８年）
令和8年9月30日

疾　病　名 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月



現在

腸管出血性大腸菌感染症の発生状況 　 ※（　）は健康保菌者

① 月別件数

6 (4) 2 (1) 1 4 (2) 8 3 4 (2) 28 (9) 28 (9)

1 (1) 2 24 (2) 27 (3) 27 (3)

1 1 5 (2) 2 (1) 1 (1) 3 1 (1) 3 (1) 3 1 14 (5) 21 (6)

1 5 9 (3) 2 (2) 2 (1) 15 (3) 19 (6)

2 (2) 1 2 3 3 (1) 3 8 (2) 14 (3)

1 3 (2) 1 (1) 2 (1) 2 (1) 1 (1) 10 (6) 10 (6)

1 2 (1) 7 (1) 2 3 (2) 7 (4) 3 (1) 1 22 (8) 26 (9)

1 1 (1) 6 (1) 1 2 4 (1) 3 (2) 4 2 (2) 15 (3) 24 (7)

3 1 4 (2) 9 4 1 21 (2) 22 (2)

1 (1) 1 1 (1) 7 (3) 5 (2) 1 4 (3) 1 (1) 16 (7) 21 (11)

② 血清型別件数

1 (1) 4 (2) 9 (1) 1 (1) 11 (2) 2 (2) 28 (9)

1 (1) 25 (1) 1 (1) 27 (3)

1 2 (2) 2 1 (1) 13 (1) 2 (2) 21 (6)

1 (1) 17 (4) 1 (1) 19 (6)

3 2 (2) 8 1 (1) 14 (3)

4 (2) 1 (1) 3 (1) 2 (2) 10 (6)

1 4 (2) 1 4 (2) 3 (1) 1 (1) 1 1 (1) 7 3 (2) 26 (9)

3 (1) 4 (1) 15 (3) 2 (2) 24 (7)

2 3 1 16 (2) 22 (2)

1 2 (1) 4 (3) 1 (1) 10 (3) 3 (3) 21 (11)

③ 年齢別件数

8 (2) 2 (1) 7 (2) 4 2 (2) 1 3 (2) 1

2 3 9 3 (1) 3 (1) 4 2 1 (1)

3 3 1 3 (2) 5 (1) 2 (1) 1 (1) 2 (1) 1

1 2 (1) 1 1 4 (1) 2 (1) 4 (3) 2 2

5 1 2 1 1 2 (1) 2 (2)

1 1 (1) 1 (1) 1 (1) 1 (1) 3 (2) 2

7 2 2 2 1 (1) 4 (4) 3 (1) 3 (3) 2

9 (2) 2 4 (3) 2 1 (1) 3 (1) 3

2 2 10 (1) 3 (1) 1 2 1 1

3 (1) 1 2 (1) 2 (1) 2 (2) 2 (2) 4 (3) 4 (1) 1

④ 地区別件数

(7)

Ｏ1 計Ｏ148

21 (11)平成29年 1 8 (4) 12

(6)

平成30年 7 5 10 (2) 22 (2)

26 (9)

令和元年 6 (2) 14 (3) 4 (1) 24

(2) 10 (6)

令和2年 3 15 (5) 8 (4)

令和3年 4 (2) 3 (2) 3

(6)

令和4年 5 (1) 6 3 (2) 14 (3)

21 (6)

令和5年 3 (1) 7 (1) 9 (4) 19

(2) 27 (3)

令和6年 2 (1) 6 13 (5)

令和7年 2 4 (1) 21

平成29年 21 (11)

区　分 東部地区 中部地区 西部地区 計

令和元年 24 (7)

平成30年 22 (2)

令和3年 10 (6)

令和2年 26 (9)

令和5年 19 (6)

令和4年 14 (3)

令和6年 21 (6)

20～
29歳

30～
39歳

70～
79歳

(9)

令和7年 27 (3)

令和元年

平成30年

平成29年

80歳
以上

計

令和2年

区　分 ～4歳
5～
9歳

10～
14歳

15～
19歳

40～
49歳

50～
59歳

60～
69歳

28

型不明

令和7年

令和6年

令和5年

令和4年

令和3年

Ｏ125 Ｏ128 Ｏ145 Ｏ146 Ｏ157Ｏ8 O26 Ｏ29 O55 Ｏ103 Ｏ111

令和3年

令和2年

令和元年

平成30年

平成29年

区　分

８月 ９月 １０月 １１月 １２月
計

9月時点 年間

令和8年9月30日

区　分 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

令和8年 1 (1) 3 24

令和8年

令和8年

(8) 28 (9)

令和8年

令和7年

令和6年

令和5年

令和4年



鳥取県病原微生物検出情報 

（令和 8 年 9 月検出分 検体採取 令和 8 年 8 月～9 月） 
令和 8 年 10 月 23 日 

鳥取県衛生環境研究所 

 

１ 急性呼吸器感染症 

臨床診断名が急性呼吸器感染症の検体 61 件について検査を実施したところ、以下のとおりの結果

であった。 

 

 ○検査対象（ウイルス） 

ライノ、ヒトメタニューモ、インフルエンザ-A 型及び B 型、パラインフルエンザ 1-4、RS-A 型

及び B 型、ヒトボカ、SARS-CoV-2、エンテロ、アデノ、コロナ NL63、コロナ OC43 

 ○検査対象（細菌） 

マイコプラズマ 

  ○検出結果 

    61 件中 46 検体（75％）から上記対象病原体が検出された。内訳は、ライノ：23 件、ヒトボカ：

8 件、ヒトメタニューモ：6 件、RS-A：1 件、RS-B：1 件、SARS-CoV-2：1 件、パラインフルエン

ザ 1 型：1 件、パラインフルエンザ 3型：9 件、パラインフルエンザ 4 型：1 件、エンテロ：3 件、

インフルエンザ A 型：7 件であった。令和 8 年 1 月から令和 8 年 9 月検出分と合わせた年齢別検

出数は表 1のとおり(ただし、検出件数は重複検出を含む。)。 

 

表 1.急性呼吸器感染症の病原体、年齢別検出件数（令和８年１月～９月検出分）  

病原体年齢別検出数（９月検出数/累積） 

年齢 0-4 5-9 10-19 20-39 40-59 60-79 80≦ 合計 

標本数 24 198 1 11   10 6 40 11 64 12 89 7 47 61 459 

ライノ 18 121   3   1 2 11 1 13 1 13 1 4 23 166 

ヒトボカ 8 46   1                   1 8 48 

ヒトメタニューモ   11         1 4 1 5 3 9 1 5 6 34 

RS-A   7                   2 1 4 1 13 

RS-B 1 5               1   3   4 1 13 

SARS-CoV-2   5           1   4 1 16   7 1 33 

パラインフルエンザ 1   6           1 1 1   1   1 1 10 

パラインフルエンザ 2                                 

パラインフルエンザ 3 6 8             1 3   4 2 4 9 19 

パラインフルエンザ 4 1 1   1                     1 2 

アデノ   19                   1       20 

エンテロ 2 9         1 1   1   1     3 12 

インフルエンザ A 型   6   2   2 1 5 3 6 3 5   1 7 27 

インフルエンザ B 型   3   4   4   4   3   5   1   24 

コロナ NL63   7               2   1       10 

コロナ OC43   21           4   5   6   2   38 

マイコプラズマ               2               2 

検出せず 2 21 1 2   3 2 9 4 20 4 26 2 15 15 96 

  

 

 



 

図 1. 急性呼吸器感染症の月別ウイルス検出状況（令和 8年 1 月～9 月検出分） 

 

インフルエンザは、７件全て A 型（H1N1）pdm2009 であった。A 型（H1N1）pdm2009 は、現在国内で流

行の中心となっている型である。タミフル感受性については、6 件が感受性株、1 件は判定不能であっ

た。 

 

２ 感染性胃腸炎 

臨床診断名が感染性胃腸炎の 15 件について検査を行ったところ、ノロウイルス GⅡが 2 件検出さ

れ、遺伝子型は GⅡ.P16-GⅡ.4 が 1 件、GⅡ.P17-GⅡ.17 が 1 件であった。この他、エンテロウイルス

の型不明が 2 件、アデノウイルスが 3 件（C 種 5 型：1 件、F 種 41 型：1 件、型不明：1 件）、サポウ

イルスが 2件、アストロウイルスが 3 件検出された。 

 

３ A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 

臨床診断名が A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎の 8 件について検査を行ったところ、A 群溶血性レンサ

球菌が 3 件（T 型別 3 型：3 件）分離された。3型は咽頭炎で検出される型である。 

 

４ RS ウイルス感染症 

臨床診断名が RS ウイルス感染症の 3 件について検査を行ったところ、A型が 3 件検出された。症状

は発熱、咳嗽、鼻汁であった。 

 

５ ヘルパンギーナ 

臨床診断名がヘルパンギーナの 1件について検査を行ったところ、エンテロウイルスが 1件（CA10

型：1 件）検出された。CA10 型はヘルパンギーナの原因となるウイルスである。 
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

エンテロウイルス　型不明 1 1 2 1 1 6 1 4 4 1 1 1 12 1 3 10 4 4 22

コクサッキーＡ　　２型 0 0 0

コクサッキーＡ　　４型 0 1 2 3 0

コクサッキーＡ　　５型 1 1 0 0

コクサッキーＡ　　６型 1 1 0 3 6 1 10

コクサッキーＡ　　９型 0 0 0

コクサッキーＡ　　１０型 0 0 1 1

コクサッキーＡ　　１６型 2 2 2 6 0 0

コクサッキーB　　５型 0 0 0

エコー　３型 0 0 0

エコー　５型 0 0 0

エコー　６型 0 0 0

エコー　１１型 1 1 2 0 0

エコー　１８型 0 0 0

エンテロウイルス　A71型 0 0 0

その他のエンテロウイルス 1 1 0 0

ライノ 0 25 25 24 27 14 24 25 29 17 210 16 23 14 15 25 19 15 17 18 162

インフルエンザＡＨ３型 0 1 23 22 46 11 2 13

インフルエンザＡ（H１N１）pdm０９ 1 4 9 14 7 3 1 1 1 13 2 6 8

インフルエンザＢ型系統不明 0 0 0

インフルエンザＢ型ビクトリア系統 3 3 1 2 1 1 1 6 2 8 12 1 23

インフルエンザＢ型山形系統 0 0 0

パラインフルエンザ 0 3 10 19 18 8 8 3 6 75 1 1 1 6 13 7 29

ムンプス 0 0 0

ＲＳ-Ａ 0 1 1 1 1 1 2 1 1 1 10 6 1 3 5 1 1 1 7 2 27

ＲＳ-Ｂ 0 8 4 2 2 5 9 15 7 5 57 6 2 4 2 3 1 1 19

Ａ群ロタ 0 1 1 1 1

Ｃ群ロタ 0 0 0

アストロ 1 1 1 2 5 1 1 2 1 1 1 1 3 1 8

ノロ　ＧⅠ型 0 1 1 1 1

ノロ　ＧⅡ型 1 1 2 4 4 5 2 15 2 3 6 13 6 1 1 3 35

サポ　型不明 1 1 2 3 2 1 5 3 4 3 23 1 6 1 1 1 10

サポ　GⅠ型 0 0 0

サポ　GⅤ型 0 0 0

アデノ　型不明 1 1 1 1 3 7 1 2 5 3 1 3 2 17 1 1 2

アデノ　１型 0 1 2 1 1 1 1 7 1 1 2 4

アデノ　２型 0 3 3 3 3 12 3 3 2 2 2 1 13

アデノ　３型 1 1 0 0

アデノ　４型 0 1 1 0

アデノ　５型 0 1 1 2 2 1 1 1 5

アデノ　６型 0 2 2 1 1

アデノ　７型 0 0 0

アデノ　８型 2 1 3 1 1 2 0

アデノ　３７型 1 1 1 1 1 3 2 2

アデノ　４０／４１型 0 1 1 2 1 1 4 2 1 1 1 11

アデノ　５４型 0 4 1 1 6 0

アデノ　５６型 0 0 0

アデノ　６４型 0 0 1 1

ヘルペス　３ 0 1 1 3 5 1 1 1 1 4

ヘルペス　４ 0 0 0

ヘルペス　５ 0 0 0

ヘルペス　６ 0 0 0

ヘルペス　７ 1 1 0 1 1

パルボウイルスB１９ 0 0 0

Ａ群レンサ球菌 1 1 1 3 6 1 4 5 12 32 7 5 8 7 10 4 2 3 1 47

黄色ブドウ球菌 0 0 0

B 群レンサ球菌 0 2 2 0

ヒトメタニューモ 0 12 2 2 1 1 1 19 1 1 4 10 12 1 5 34

ボカ 0 7 11 20 15 7 6 1 4 1 72 3 2 1 4 7 12 8 6 5 48

SARS-CoV-2 0 4 5 1 9 17 21 7 6 8 78 8 6 1 2 1 6 5 29

HCoV-NL63 0 2 1 5 8 4 2 3 9

HCoV-OC43 0 0 6 13 11 7 1 38

百日咳 0 1 1 1 3 0

マイコプラズマ 0 3 1 2 4 3 5 2 20 1 1 2

セレウス菌 0 0 0

7 1 2 3 2 10 5 10 16 56 11 5 12 73 78 96 92 71 89 62 88 90 767 78 76 73 63 68 62 76 70 54 620

月別ウイルス等分離・検出状況（令和６年４月～令和８年９月）
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